
バイオマス・メガソーラー発電にバイオマス メガソ ラ 発電に
よる双葉郡雇用の創出と除染

（双葉郡除染組合設立および（双葉郡除染組合設立および
双葉郡内文化財回収の提案）双葉郡内文化財回収の提案）

（元双葉町/大熊町住民）きなやん



目 的目 的

郡内にある自然資源を活用した発電プ ジ クト（バ郡内にある自然資源を活用した発電プロジェクト（バ
イオマス発電他）

 広大な田畑を使ったバイオエタノールの製造

 樹木の伐採と植林による山林除染/燃料化

 汚染住宅の撤去と廃材の燃料化

 金を稼ぎながら双葉郡内の徹底除染 金を稼ぎながら双葉郡内の徹底除染

 労働意欲の向上＝双葉町民としての誇りの堅持

避難者から労働者 の意識替え 避難者から労働者への意識替え

 双葉郡の1500年以上にわたる歴史を後世に継承



補足説明（除染の観点から）補足説明（除染の観点から）

 長期期間困難区域はすべてのものが高レベル
で汚染

 家中も汚染＝家中は除染が困難

 家を壊せば整地も可能（廃材の燃料化） 家を壊せば整地も可能（廃材の燃料化）

 整地＝除染の高効率化

 山林が汚染源

可燃物は焼却して汚染の減容→発電
福島県が掲げる「再生エネルギーの活用」にも準じた方策





補足説明（発電原料の観点から）補足説明（発電原料の観点から）

染住宅廃 汚染住宅廃材

 山林樹木山林樹木

– 山林伐採による燃料確保、植林による環境再生除染
と環境再生を同時に行うと環境再生を同時に行う

 農地を使ったバイオエタノール原料の育成（米・
ひまわり・菜の花：年間を通じた作付）ひまわり・菜の花：年間を通じた作付）

– 加えて、新しいエネルギー技術の創出（石油藻）



福島県　浜通り　「金を稼ぎながら除染する　電源特区」計画(案）

※添付-1参照
汚染地区の建屋撤去

ガレキ分別ガレキ分別

更地化 可燃 難燃 不燃

表土回収

表土の除染 汚染検査
整地整地

>8000Bq/kgは保管
土壌入替え 表土ドラム缶詰め

建築基礎材・再利用

土壌除染

ひまわりプロジェクト 菜の花プロジェクト 石油藻プロジェクト バイオエタノールPj 落ち葉の回収Pj 樹木伐採Pj 植林Pj

ひまわり油回収 菜の花油回収 石油合成藻の生成 エタノール用稲育成 乾燥

山の除染
ひまわり茎 菜の花茎

チップ化 再生

エタノール回収 石油の製造 米・稲わらからエタノール回収

林野庁からの除染委託

燃料燃料
文化財回収、保護、修理 （国・福島県・地元町村からの委託事業

バイオマス発電 茨城大学等と連携

売電 汚染焼却灰の回収

ドラム缶詰め ○×▲□ 金を稼ぐ事業内容

保管

売電収入 保管料収入 　　（国・東電からの委託作業）



双葉郡の行うバイオマス発電概要双葉郡の行うバイオマス発電概要

染住宅廃 汚染住宅廃材

 バイオエタノールイオ タ ル

 石油藻～抽出した石油

山林樹木 山林樹木

 汚染ガレキ
を燃焼させることで発電



10000kwh

バイオマス発電フロー図
ボイラー タービン GEN

ボイラー タービン GEN

ボイラー タービン GEN

ボイラー タービン GEN

　　　　前処理

　

　　　　　分別 　　　チップ化 　　　燃料ストック
東電もしくは東北電力の
送電ラインへ

ボイラー タービン GEN

ボイラー タービン GEN

ボイラー タービン GEN

ボイラー タービン GEN

ボイラー タービン GEN

ボイラ タ ビン GEN
バイオエタノール
木材チップ
石油（石油藻から合成）
その他

ボイラー タービン GEN

集合排気浄化装置（放射能除去含む）



施設概要施設概要

バ 施 基 バイオマス発電施設10000kwh×10基
（順次整備）

 排ガス浄化（放射能除去含む）

 分別施設と材木チップ化施設を整備 分別施設と材木チップ化施設を整備

ポ 模ポイント: 小規模発電施設を複数設置

（維持・運営が容易）（維持 運営が容易）



発電所設置場所(案）発電所設置場所(案）

浪江町 請戸地区海岸線近辺 浪江町・請戸地区海岸線近辺
– 線量率レベルが低い

– 請戸港を使った大物機材の扱いが容易

– 浪江・双葉町につながる広大な田畑がある



工程(案）工程(案）

準備 年 準備2年
– 方針決定、設備概要の決定、設置場所の選定

– 組合設立の準備作業

– 国・件との調整・建築許可の取得国 件との調整 建築許可の取得

 施設建設～3年で10基のプラントと付属施設を
建設建設

 順次発電開始

 5年後に竣工



売電他事業による収入と支出

収入 電気出力 売電単価 売電収入
Kwh 日 時間 年間効率 kwh 円/kwh 千円
100,000 365 24 90% 788,400,000 30 23,652,000

廃棄物発生量 保管費

売電
1万kwの発電能力のものを１０基

本来支払う電気税
千円

295,650

1年間の発電量 備考

廃棄物発生量 保管費
可燃 1,000 本 1,000,000
難燃 300 300,000
不燃 300 300,000

山の伐採委託料 500,000
山の植林委託料 500,000
汚染住宅処理委託費 600 000

1,000
廃棄物保管料

万 の発電能力のものを 基

円/本

汚染住宅処理委託費 600,000
収入計 26,252,000

支出 人 年収（千円） 支出額（千円）
人件費 1,000 7,000 7,000,000
会社運営費 7 000 000会社運営費 7,000,000
発電 5,000,000
伐採 400,000
植林 400,000
バイオエタノール 1,000,000
石油藻 1,000,000
ひまわり 500,000ひまわり 500,000
菜の花 500,000
出資者への返済金 1,182,600

支出計 16,982,600

余剰金 9,269,400

初期投資 kwh 数量 千円
バイオマス発電設備 10,000 10 10,000,000
事務棟 1 500,000
チップ製造工場 1 1,000,000
チップ乾燥工場 1 500,000
廃材分別工場 2 1 000 000廃材分別工場 2 1,000,000
廃棄物保管庫 3 3,000,000
その他 1 6,000,000
人件費 6,300,000 300 人/年で開始

28,300,000



まとめまとめ

発電 売電で金を稼ぐ 発電・売電で金を稼ぐ
– 稼いだ金は、雇用創出に使う

発電しながら除染を行う 発電しながら除染を行う
– 汚染住宅から山林まで燃えるものは燃やす

– 燃やして除染する燃やして除染する

 自然再生
– 山林の伐採後は植林する山林の伐採後は植林する

– 石油藻から燃料抽出など新技術の蓄積

– 汚染土地を使用したバイオエタノール原料の育成

（詳細計画については、エクセルシート参照）



追加（新しい電力生産）追加（新しい電力生産）

葉 建 保管施双葉郡に建設予定の中間処理保管施設

 （3km×5km）の敷地上部にメガソーラー建設 （3km×5km）の敷地上部にメガソ ラ 建設

双葉郡で３ヵ所設置予定

 メガソーラーの発電効率 約12％
福島県の日照時間 全国平均の90％福島県の日照時間 全国平均の90％



ガ 発電所 ジメガソーラー発電所のイメージ

この部分にメガ
ソ ラ を設置ソーラーを設置



中間処理保管施設３ヶ所での発電量中間処理保管施設３ヶ所での発電量

を 3×5kmの80%を利用（1200万m2）
 他所の発電量 678kw/万m2
 浜通りの年間発電効率 10%（日本平均12％）

 発電量 発電量
678kw/万m2×1200万m2=813,600kw
813 600kw×24日×365日×10％813,600kw×24日×365日×10％
＝71,268万kw/施設・年間

施設 年間＝71,268万kw×3施設=213,803万kw/年間



双葉郡で発電するための理由双葉郡で発電するための理由

が整 済 資 等・発電インフラが整備済み（人的資源・会社等）

・バイオマス発電量 78 840万kw/年間バイオマス発電量 78,840万kw/年間

・メガソーラー発電量 213,803万kw/年間

合計 292,643万kw/年間

・汚染地を有効活用 除染に資する汚染地を有効活用、除染に資する

・双葉郡の活性化＝働く場の提供



バイオマス＋メガソーラー売電計画
収入 電気出力 売電単価 売電収入

kwh 日 時間 年間効率 kwh 円/kwh 千円
100,000 365 24 90% 788,400,000 20 15,768,000

メガソーラー売電 2,440,677 365 24 10% 2,138,033,052 42 89,797,388
廃棄物発生量 保管費
可燃 1,000 本 1,000,000

295,650

1年間の発電量 備考

801,762

売電

1万kwの発電能力のものを１０基

本来支払う電気税
千円

廃棄物保管料
難燃 300 300,000
不燃 300 300,000

山の伐採委託料 500,000
山の植林委託料 500,000
汚染住宅処理委託費 600,000

収入計 108,165,388

円/本1,000
廃棄物保管料

支出 人 年収（千円） 支出額（千円）
人件費 1,000 7,000 7,000,000
会社運営費 7,000,000
発電 5,000,000
伐採 400 000伐採 400,000
植林 400,000
バイオエタノール 1,000,000
石油藻 1,000,000
ひまわり 500,000
菜の花 500,000
出資者への返済金 788,400

支出計 16,588,400

余剰金 91,576,988

初期投資 kwh 数量 千円
バイオマス発電設備 10 000 10 10 000 000バイオマス発電設備 10,000 10 10,000,000
事務棟 1 500,000
チップ製造工場 1 1,000,000
チップ乾燥工場 1 500,000
廃材分別工場 2 1,000,000
廃棄物保管庫 3 3,000,000
その他 1 6,000,000その他 1 6,000,000
人件費 6,300,000 300 人/年で開始

28,300,000
準備期間 ３年



バイオマス＋メガソーラー発電
（多種発電）

売 が 体 倍増売電収入が、単体発電より3倍増加

収入アップ＝雇用の増加収入アップ 雇用の増加



双葉郡文化財の回収・修理、保管
（追加）

双葉郡は 過去 年以上の歴史を持 歴双葉郡は、過去1500年以上の歴史を持つ歴
史の隠れた宝庫

放射能汚染により、双葉郡内文化遺産が大
きなダメージを受けている。きなダ ジを受け る。

町の文化遺産は一部回収済み。しかし、個人
の所有する文化財の回収は未実施の所有する文化財の回収は未実施。

 このままでは、双葉郡の歴史が忘れ去られる
町有 個人所有を問わず 文化遺産の回収町有・個人所有を問わず、文化遺産の回収
が必要
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歴史の継承は 日本全体の問題歴史の継承は、日本全体の問題

双葉郡の歴史を正当に継承することは、日本
国の義務

双葉郡人の心意気を日本全国に知らしめる

原発事故 負 た傷を 歴史 継承事業原発事故で負った傷を、歴史の継承事業で
回復する

ことを目的とすることを目的とする。
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双葉郡の歴史継承なくして、双葉郡の
再生な再生なし

上記タイトルを目標にする

地元町村・県及び国が双葉郡の歴史を後世地元町村 県及び国が双葉郡の歴史を後世
に継承する義務を負う

東電も同様東電も同様

本組合は、双葉郡の歴史を後世に残すため
に 関係者の協力を得て 郡内文化財の回に、関係者の協力を得て、郡内文化財の回
収・修理、保管を行う。

2012/11/14 22



双葉郡内の汚染家屋を燃料にする前
に分際の回収を行う必要がある

組合の活動内容に、双葉郡内文化遺産の回
収・修理を追加

茨城大学などと共同して、文化財の一時的な
回収・修理 保管を行う回収・修理、保管を行う

回収文化財の整理・分類を実施し、後世に文
化財を残す

双葉郡の文化財を守ることが双葉郡の未来双葉郡の文化財を守ることが双葉郡の未来
にとって必要
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参考資料参考資料

高レベル汚染区域内住宅の汚染状況



拙宅敷地内線量率



拙宅内汚染状況

◆双葉郡内の家
は同様に汚染し
ている可能性大

◆家中は除染が
困難

◆家があると敷
地の除染が困難

◆壊して、可燃
ガレキを燃料とガ キを燃料と
して使え


